
プリオン病患者・家族の心理社会的支援を考えるために 

解 説 
 

1. プリオン病患者・家族は、病気の特徴ゆえに多くの心理的負担を抱えて
おり、様々な方法による支援を考えることが有用 

2. これまでの状況分析より見出されたプリオン病患者・家族によく見られる
心理的問題をもとに、患者・家族が自らの心理状態について認識し対処
していく方法に関する情報を得る心理教育のための冊子を作成した 

3. 遺伝子検査や遺伝に関する情報提供冊子の作成も試みた 
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プリオン病患者の家族 

プリオン病
患者 

 重篤で治療法がなく予後不良な
疾患状況、急速な病状の進行な
どによる不安、心理的苦痛 

 診断がつくまでの困難さなど、医
療機関や医療者に対する不満 

 感染性に関係した心理的負担 

 遺伝子検査や遺伝に関係した心
配 

 介護など家族における問題 

 その他、様々な心理社会的問題 

診療に携わる医師や看護師など
による支援 

臨床心理士やカウンセ
ラー、ソーシャル・ワー
カーなどによる支援 

本研究にて人々の心理社会
的問題を分析、課題抽出 

患者・家族が、同様の状況にあ
る人々の一般的な心理状態や
その対処方法について、自ら学
ぶこと（＝心理教育）のための
冊子を作成 

医療職・援助職の支援実施
に役立つ情報を提供 

遺伝子検査や遺伝に関する情
報提供冊子作成の試みも実施 
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